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地域固有の木造伝統住文化と暮らしと安全性が両立した住まい・まちづくりの実現に向けて 
 

 

 
 

●活動目的  

「地域固有の木造伝統住文化と暮らしと安全性が両立した住まい・まちづくりの実現」をテーマに、  

木造伝統住文化の今後の都市への再生の意義、再生の可能性、具体的な再生・継承・発展手法等を、各

種実験等を通して、総合的・工学的・体系的に研究・検証・提案･実践することを目的として平成 10 年    

（1998 年）11 月に発足しました。その後、2014 年 6 月 23 日に「特定非営利活動法人 関西木造住文化

研究会」に移行しました。 
 

 
 

 

各地の木造伝統構法の伝統技能者、研究者、設計者、施工者、市民など、さまざまな分野の多くの方々

のご指導・ご協力による協働研究方式で、木造伝統住宅の地域固有の伝統文化を活かして安心して暮ら

し続けられる住まい・まちづくりに向けた防災性能向上手法の研究開発に継続的に取り組んでいます。

京町家をモデルとした研究成果を、各地の伝統木造住宅・歴史的まちなみの保全･再生に活かすために、

研究成果は随時、公開しています。 
 
 

＊所属・肩書きは当時の内容を示す。ＷＧ：ワーキンググループ、WM：ワーキングメンバー 

 
 

 
 

  

 

 
 
 

★耐震実験ＷＧ代表     鈴木 有（秋田県立大学木材高度加工研究所教授） 

★火災・燃焼実験 WG 代表  長谷見雄二（早稲田大学教授） 

★木造伝統構法指導 木下孝一(数寄屋研究所心傳庵大工棟梁)、佐藤嘉一郎（佐藤左官工業所）、 

銘木問屋・松文商店 

★全体調整     田村佳英（一級建築士事務所 悠計画研究所）、武田眞理子（同左） 
 
  
A1．既存伝統木造住宅再生モデルの設計･施工（西陣ヒコバエノ家、1999～2000、WM30 名）         

防火･耐震改修手法の有効性を実験で検証して実現した日本初の改修町家例 

（設計）木下孝一大工棟梁＆ＫＡＲＴＨ（担当：田村佳英、武田眞理子） 

（施工）木下孝一大工棟梁、数寄屋研究所心傳庵、協力 銘木問屋松文商店、佐藤嘉一郎＆佐藤左官工業所、 

 

 

 

 

 

 
 
 

A2．改修前後の振動実験を通した再生モデル住宅の総合的 

耐力性能評価の研究（1999～2001、WM 21 名） 

（実験）鈴木 有（秋田県立大学木材高度加工研究所教授）、 

柴田 悟（同研究所研究員）、渡辺千明（同左）、 

     若島嘉朗（富山県林業技術センター研究員） 
 
 

KARTH の主な活動概要（多くの方々のご指導･ご協力よる協働研究） 

1. 地域固有の木造伝統文化を活かした、既存伝統木造住宅の    

防火・耐震性能向上手法の研究開発等（1999～2000、協働研究） 

A.(1999～2003) 関西の木造伝統住文化再生 5ヵ年計画プロジェクト 

  『街区レベルの防災まちづくりと木造伝統住文化の共存手法の提案』（協働研究） 

特定非営利活動法人 関西木造住文化研究会（略称 KARTH：カース） 

（Kansai Association for the Research in Traditional Housings） 

  

改修前の振動実験    改修後の振動実験 
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A3．伝統的軸組構法の木造土壁せん断耐力試験（2000、WM21 名） 

（実験）鈴木 有（秋田県立大学木材高度加工研究所教授）、 

村上雅英（近畿大学助教授）、村上研究室、柴田 悟（前掲）、渡辺千明（同左）、若島嘉郎（同左） 

（試験体製作・養生）木下孝一大工棟梁＆数寄屋研究所心傳庵、（実験場所）近畿大学 
  

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A4．伝統的木質材料の燃焼実験（早稲田大学長谷見雄二研究室、1999～2000）への協力 
    

A5．伝統的軸組構法の木造土壁の火災安全性実験（日本初、2000。WM18 名） 

（実験）早稲田大学長谷見雄二研究室、協力（財）日本建築総合試験所、 

（試験体製作・養生）木下孝一大工棟梁＆数寄屋研究所心傳庵、（実験場所）（財）日本建築総合試験所 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
A6．再生モデル住宅の古材使い廻し・再生手法の調査研究 京都大学・橋本清勇チーム（1999～2000） 
 
A7．伝統木造住宅集積地域での街区レベルの防災まちづくり調査 

（予備調査）神戸大学室崎益輝研究室自主ゼミ（1999～2000） 
  
A8．再生モデル住宅の温熱環境研究（早稲田大学長谷見雄二研究室）への協力 

（2000～2003、右写真） 
 
A9．（継続）改修実験住宅の居住実験・経年変化の調査（2000～） 他 

 

 

 

 

再生モデル住宅の 

温熱環境測定 

  

 

 

試験体製作                              

 

 

 

 

伝統的軸組構法の木造土壁せん断耐力試験  

 

 
  

 

 

         伝統的軸組構法の木造土壁の火災安全性実験                伝統的木質材料の燃焼実験 
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★耐震研究統括指導 鈴木 有（秋田県立大学木材高度加工研究所教授） 

★防火研究統括指導 長谷見雄二（早稲田大学教授） 

★木造伝統構法指導 木下孝一(数寄屋研究所心傳庵大工棟梁)、佐藤嘉一郎（佐藤左官工業所）、米田英

三（米田工務店大工棟梁）、山下和男（山下工務店大工棟梁）、石田良雄（石田工務

店大工棟梁） 

★全体調整     田村佳英（一級建築士事務所 悠計画研究所）、武田眞理子（同左） 
   
B1．既存京町家の構造研究（WM32 名） 

①構造特性実態調査 42 件、②防火特性実態調査 42 件、③耐震診断 39 件、 

④振動実験 2 件  （実験）鈴木 有教授（秋田県立大学木材高度加工研究所）、柴田 悟研究員（同左） 

 

 

 

 

 

 

B2．既存京町家の外壁土壁防火補強仕様の防火実験（WM17 名） 

実大試験体 2 種：①妻壁裏返し塗無し、②土壁腰板張の防火補強仕様、 

（実験）早稲田大学長谷見雄二研究室、協力 (財)日本建築総合試験所、（実験場所）(財)日本建築総合

試験所、（試験体製作）木村忠紀（木村工務店）、京都左官協同組合、(株)東亜理科 
 

 

 

 

 

                                           

 
 

  
 

 

 

★耐震研究統括指導 鈴木 有（秋田県立大学木材高度加工研究所教授） 

★防火研究統括指導 長谷見雄二（早稲田大学教授） 

★木造伝統構法指導 木下孝一(数寄屋研究所心傳庵大工棟梁)、佐藤嘉一郎（佐藤左官工業所）、米田英

三（米田工務店大工棟梁）、山下和男（山下工務店大工棟梁）、石田良雄（石田工務

店大工棟梁） 

★全体調整     田村佳英（一級建築士事務所悠計画研究所）、武田眞理子（同左） 
 
 

C1．既存京町家の①構造特性実態調査 4 件、②耐震診断 43 件  

C2．既存京町家の振動実験 3 件 

（実験）鈴木 有（秋田県立大学木材高度加工研究所教授）、柴田 悟（同左研究所研究員）、澤田 圭（同左） 

 

 

 

B. 2002 年度「京町家防火・耐震工法開発の基礎研究」 

（協働研究、平成 14 年度京都市木造住宅振興支援事業補助研究〉 
 

C. 2003 年度「京町家防火・耐震性能評価手法及び改修手法の開発」 

（協働研究、平成 15 年度京都市木造住宅振興支援事業補助研究） 

  

合同会議                  町家実態調査              町家振動実験    

 

  
 

①土壁腰板張の防火補強仕様        ②妻壁裏返し塗無しの防火補強仕様 
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C3．土壁せん断耐力実験による主要耐震要素の耐力性能の検証 

①水平せん断耐力実験 実大試験体 12 体 

（実験）小松幸平（京都大学木質科学研究所教授）＆同研究室、（実験場所）京都大学木質科学研究所 

（試験体設計）KARTH 
   
②要素試験体による耐力性能実験 要素試験体 17 体 

（実験）村上雅英（近畿大学助教授）＆同研究室、（実験場所）近畿大学   

（共通：試験体製作）米田工務店、京都左官協同組合、京都府左官技能専修学院 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

C4．防火研究：既存京町家の実態荷重調査研究、京町家の防火設計指針案の作成 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D. 2004 年度「既存京町家防火改修指針の作成」 

（H16 年度京都市防災対策調査補助研究） 
  
E. 2005 年度「既存京町家防火改修設計･施工マニュアル作成」 

（H17 年度京都市防災危機管理対策調査補助研究） 
  
F.（2006～2007）住まい手向け「既存伝統木造住宅の防火・耐震改修手引き」 

リーフレット作成・発行（Ｈ18 年度住宅生産団体連合会助成他）  
  
G.（2007～2010）建築設計者・施工者向け「既存伝統木造住宅の防火改修 

設計・施工マニュアル」及び、「同マニュアル技術解説書」作成・発行 

（H21 年度国土交通省長期優良住宅等推進環境整備事業補助他）       
  
H.  （2008～）耐震研究 

｢構造総体としての耐震性能評価を取り入れた京町家改修指針作成｣ 

●2008 年度 

「構造総体としての耐震性能評価を取り入れた京町家改修指針作成に向けて 

－熟練伝統技能者の持つ耐震改修ノウハウに関わる共通則の抽出－」   

   （H20 年度京都市木造住宅振興支援事業補助研究、（財）ハウジングアンドコミュニテイ財団助成） 
 
●2009 年度  

★国土交通省長期優良住宅等推進環境整備事業補助研究 

    「京都の伝統的な木造住文化と歴史的まちなみを地震や火災から護り抜く 

—京町家の改修指針作成とその普及啓発の活動を通してー」 
  
★(財)京都市景観・まちづくりセンター平成２１年京町家まちづくりファンド活動助成 

「京町家の改修指針作成に向けて—熟練伝統技能者の持つ耐震改修ノウハウに 

関する研究」 
 
●2010 年度 ★国土交通省長期優良住宅等推進環境整備事業補助研究 

「京都の伝統的な木造住文化と歴史的まちなみを地震や火災から護り抜く 

ー京町家の改修指針作成とまちなか防災アクションプランー」   

 

   

 

 

 

 

H15 年度 水平せん断耐力実験                                 要素試験体による耐力性能実験 

 

防火・耐震改修手引

 
既存伝統木造住宅の防火   

改修設計･施工マニュアル 
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J．（2011.9～2013.3） 姉小路界隈を考える会との連携 

「歴史都市京都都心の防災文化遺産としての京町家防火改修事例の調査研究 

—姉小路界隈の防災文化遺産を活かしたまちづくりに向けてー」 
 
（2011 年度）姉小路界隈の戦時期の防火改修町家の現存調査 

 
（2012 年度）京都都心部の戦時期の防火改修町家の現存調査 

 
（2013.3/5） 座談会「文化財建造物とまちの火災安全～清水寺とその周辺地域の経験から取り組みのツ

ボを探る～」での研究成果報告 田村佳英 

主催：日本火災学会、会場：清水寺 
  
K．（2012～2013）「建築実務者向け土壁設計・施工マニュアルの作成」 

 
京都左官協同組合と連携（2012 年度公益信託大成建設自然・歴史環境基金研究） 

  
L．（2011～）「京都型土壁の優れた耐震性の公的評価を得るための研究 

  －多様な左官技能を活かした優れた耐耐力を実現・維持するための 

品質管理体制の整備—」 
 
・京都左官協同組合、京都工芸繊維大学 森迫・村本研究室との共同研究 

  
M．（2013～）「伝統町家・西陣ヒコバエノ家の温熱環境研究への協力」                                 
 

・京都大学 伊庭千恵美助教、鉾井修一名誉教授グループの研究への協力 
  
N．（2014 年度） 京都左官協同組合との連携 

  「建築実務者向け既存京町家の土壁設計･施工･維持管理マニュアル」            

の整備、発行 
 

（（公財）建築技術教育普及センター平成 26 年度普及事業助成） 
  
O．（2014～）「H15 年度 KARTH 土壁耐震実験仕様の告示準用仕様への整備」 
 

P．（2014 年度） H26 年度文化庁委託事業 

ＮＰＯ等による文化財建造物の管理活用事業 

「木造文化財建造物総合防災ネットワーク事業」 
  
 ●木造文化財建造物総合防災診断指針の作成、発行 他 

  
Q．（2016 年度～） 木造伝統構法の耐震研究 

「伝統木造建築技術を基盤とする防災文化の再構築」 

町家の耐震・防火調査（H20-22 年度） 

土壁のガス有害性試験 

  

Ｉ. （2010 年度） 京都左官協同組合受託研究  

「土壁の耐震性、耐久性、耐火・防火性の研究」 
 
●土壁の不燃材料としての性能検証     

―土壁のガス有害性試験（右写真） 
 
●土壁の耐震・耐久特性、京都型土壁の優れた  

耐震性能の公的評価を得るための研究の提示  

 

建築実務者向け既存  

京町家の土壁設計･施工 

･維持管理マニュアル 

木造文化財建造物         

総合防災診断指針 
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     ＊会場 西陣ヒコバエノ家 

A.（2016～）シリーズセミナー「歴史的まちなみの伝統的木造建造物をさまざまな災害から護りぬく」開催＊ 

 第1回「樹木災害と文化財防災」、2016.3/6   

小玉泰義（岡山県農林水産総合センター森林研究所木材加工研究室） 

・会場建物見学「伝統の自然材料と伝統構法の知恵を活かした耐震改修の要点を学ぶ基礎編」  

田村佳英、宮下憲次 
  
第 2 回「火災の実態と建築物の防耐火に関する基本」、4/24  

吉田正友（大阪工業大学特任教授） 

・会場建物見学「伝統の自然材料と伝統構法の知恵を活かした防火改修の要点を学ぶ基礎編」  

武田眞理子、宮下憲次 
  
第 3 回「伝統木造建築技術を基盤とする防災文化の再構築」、7/23  

渡辺一正（NPO 市民文化財ネットワーク鳥取理事長）  
  
 第 4回「地震の強震動から建物被害を抑えるために」、2017.2/5 

     
     第 1部「見落とされてきた破壊的な鉛直地震動の現象について」  

前原 博（一般財団法人 地球システム総合研究所上席研究員） 
 
第 2部勉強会「伝統木造柱梁構法の災害特性-粘り強さに籠められた仕掛け-を考える」 

渡辺一正（前掲） 
  
 第5回「大工棟梁から学ぶー大地震でも倒壊を防ぐ木造伝統構法の智慧」、7/23 

     
     第 1部「伝統木造建造物を様々な災害から護るーKARTH 研究成果の紹介 耐震対策その１」  

田村佳英（KARTH 耐震研究チーム） 
     
第 2部講義・意見交換「大工棟梁から学ぶー大地震でも倒壊を防ぐ木造伝統構法の智慧」 

       江戸 保（大工棟梁） 
  

B．（2016.11/19）勉強会「歴史的まちなみの伝統的木造建造物をさまざまな災害から護りぬく」開催＊ 
 

1.「既存京町家のコンプライアンスと防火改修」 長谷見雄二（早稲田大学教授） 
 

2.「伝統木造建築技術を基盤とする防災文化の再構築―木造文化財建造物の耐震対策」 

              渡辺一正（NPO 市民文化財ネットワーク鳥取 理事長） 
  
C．（2016.2/14）京都工芸繊維大学森迫・村本研究室、京都左官協同組合との連携 

「土壁耐震実験報告会」開催 
 

1．土壁耐震実験報告  村本 真（京都工芸繊維大学講師）  

2．土壁耐震実験 総括 森迫清貴（京都工芸繊維大学教授）  

3．試験体施工者によるパネルディスカッション 京都左官協同組合 

4．京土壁の耐震性の公的評価の現状と課題  

関西木造住文化研究会土壁研究チーム 田村佳英、武田眞理子 

 主催：京都左官協同組合、会場：ルビノ京都堀川、参加者 95 名 
  
D．（2015.11.15）報告会「歴史的まちなみの木造文化財・伝統的建造物をさまざまな災害から護 り抜 く」 

開 催 ＊ 
 

1. 実験報告「地震による損傷が木造土壁の延焼遮断性能に与える影響の系統的把握」 

菊池大悟郎（早稲田大学） 

2．「これまでの伝統木造の防災性能向上や再評価の取り組み」 田村佳英（KARTH 防火・耐震研究チーム） 

3．「木造文化財建造物総合防災診断指針」の概要報告 

1）各種災害と対策 

   ①「火災と対策―木造真壁で、地震後火災の延焼も食い止める！」 長谷見雄二（早稲田大学教授） 

②「震災、樹木災害、水害・土石流災害、雪害とその対策」 武田眞理子（KARTH 防火・耐震研究チーム） 

２. 建築実務者等への活動公開、研究成果の情報発信 
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2）「今後の課題」 長谷見雄二（前掲）   

 4．意見交換 
  
E．（2015.10/18）京都工芸繊維大学森迫・村本研究室、京都左官協同組合との連携 

「京左官がつくる 土壁の実験中間報告会」開催  
 

1．京都左官協同組合の取り組みについて 京都左官協同組合 理事長 倉理一郎 

2．これまでの土壁の実験について  京都工芸繊維大学 理事・副学長 森迫清貴 

3．2014 年度の京土壁実験の報告   京都工芸繊維大学 講師 村本 真 

4．土壁の壁倍率について      京都工芸繊維大学大学院生 田邊雄太    

5．京土壁に関する取り組みについて 関西木造住文化研究会 田村佳英 

主催：京都工芸繊維大学森迫・村本研究室、京都左官協同組合、当会、会場：京都工芸繊維大学 
  
F．（2015.9/19）京都左官協同組合との連携 

 建築実務者向け講習会「良質で長寿命の土壁の家を造る」開催  
 

1.京都の土壁文化の魅力、材料と工法 佐藤ひろゆき（組合） 

2.土壁の住まいの設計 

・土壁の多機能性、防火対策 武田眞理子（KARTH土壁研究チーム）    

・耐震対策      田村佳英 （同上） 

・断熱・省エネ対策  伊庭千恵美（京都大学助教） 

・部位別設計―土壁・漆喰仕上げの外壁の雨対策コストと工期の考え方 浅原雄三（組合） 

3.維持管理、4.被災時の対処の仕方―水害時  佐藤ひろゆき 

4.被災時の対処の仕方―地震被災時  武田眞理子 

5.土壁の住まいに関連した京都市の支援制度  佐藤友彦（京都市建築安全推進課耐震改修促進係長） 

6.質疑応答 コーディネーター 山本 潤（組合）、パネラー 上記メンバー、奥田信雄（組合） 

会場：ルビノ京都堀川、参加者 103 名 
  

G．（2014.3/11）H25 年度第１回文化財建造物の火災対策に関する講習会「歴史的建造物の保存活

用と防災計画」での報告 
 

「京町家の防火対策―戦時期の防火改修町家の実態調査を通してー」 田村佳英 

主催：公益社団法人日本火災学会、 会場：大阪倶楽部 
 
H．数寄屋研究所心傳庵藤五郎 木下孝一大工棟梁の現場勉強会の開催 

（2010.12/23） 京都古民家改修現場勉強会 
 

（2011.5/15、5/16、7/17）京都嵯峨広沢池春秋庵の茶室増築工事 
 

I．（2010.7/25） KARTH 公開勉強会開催＊ 

「岐路に立つ木造伝統構法の再生に向けて今、私たちは何をなすべきか？ 

－熟練伝統技能者から学ぶー」 

 1．国の「伝統的木造軸組構法住宅の設計法開発」の取組みが目指すもの 

大江 忍 （NPO法人緑の列島ネットワーク理事長） 
 

2．熟練伝統技能者の大工棟梁による、伝統構法再生に向けた提言 

       木下 孝一（数寄屋研究所心傳庵 大工棟梁） 
 
J．（2010.2/6）KARTH 防火セミナー開催 

「各地の伝統的な木造住文化と歴史的まちなみを地震や火災から護り抜く」 

第 1 部 既存伝統木造住宅の伝統文化を活かした防火改修の設計･施工の 

要点を学ぶ 

安井  昇 （桜設計集団一級建築士事務所）、 

田村 佳英（悠計画研究所） 
 

第 2 部 京都の町家、歴史的街並みの防火特性を学ぶ 

―西陣界隈の歴史的街並みのまち歩き（土蔵の防火対策含む）―  

       佐藤嘉一郎（佐藤左官工業所）    
 

第 3部 防火･耐震改修事例の町家の見学（西陣ヒコバエノ家）  
 

 

 2011.5/15 木下孝一棟梁    

現場勉強会 

 

2010.2/6 防火セミナー 
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第 4部 意見交換会「各地の伝統木造住宅、歴史的まちなみの防火上の 

課題の解決策を考える」 会場：西陣の町家古武、西陣ヒコバエノ家 

（H22 年度国土交通省長期優良住宅等推進環境整備事業補助研究）  
   
K．（2009.3/28）近畿あーきてくと 2009 

第 16 回地域実践活動発表会「地域から環境へ～住み続ける＜まち＞と私たちの＜くらし＞～」    

第一部の京都府内の発表者として活動報告 
 
「地域固有の木造伝統文化を活かした地震・火災に強い住まい・まちづくりの実現に向けて」 

      発表：田村佳英、主催：近畿建築士会協議会青年部会、 会場：大阪市立住まい情報センタ    
  
L．（2008.10/25） 第 51 回建築士会全国大会「とくしま大会」での 

当会活動のパネル展示の出展 
 
「くらしづくり」ゾーンの近畿建築士会協議会青年部会「近畿発エ

コ・プロジェクト委員会」のブースの中に、京都府内の環境共生住

宅事例として、当会ヒコバエノ家の再生活動パネルが展示される。 
 

テーマ『【西陣蘖ノ家】町家保存の方法を実験・検証で確立する』 

主催：(社)日本建築士会連合会、(社)徳島県建築士会、 

会場：アスティとくしま（徳島市内）  
  
M．（2008.7/25）〔社〕京都府建築士会木造建築研究会セミナー 

「既存伝統木造住宅の防火・耐震改修手引き」 
 
田村佳英、武田眞理子 

   

N．（2007.3/10）第１回京都発シリーズ公開講座ｉｎ金沢の開催 

地域固有の伝統木造住文化を活かした安心して暮らし続けられる住まい･まちづくりの実現に向けて 

「地域の文化を活かす既存伝統木造住宅の防火･耐震改修手法を考える             

－モデルケース 京町家の研究成果を通して－」 
 

第１部 伝統文化を活かした｢京町家｣の防火・耐震改修手法を学ぶ 
 

1.外壁土壁・化粧軒裏・外部開口部の防火改修の要点  

安井 昇 (早稲田大学理工学総合研究センター客員研究員) 

2.一般リフォームへの防火改修適用事例  田村佳英(悠計画研究所) 

      3.構造特性と耐震改修の要点 鈴木 有(木の住まい考房主宰、金沢                 

工業大学名誉教授)      
 

第 2 部 金沢の伝統木造文化を活かした地震・火災に強い住まい・まちづくりを考える 
 

1.金沢の町家の特徴と防火・耐震上の課題  武藤清秀（むとう設計） 

     2.討論 司会統括 川上光彦（金沢大学、金澤町家継承・活用研究会） 
 
O．(2004.7 月～2005.8 月) KARTH シリーズ公開研究会の開催＊ 

地域固有の住文化を活かした安心して暮らし続けられるまちづくりを目指して 

『歴史的市街地に固有の住文化と暮らしに調和した既存伝統木造住宅の防火・構造安全性能を考える』 
  

№ 開催日 テーマ・講師                      会 場：西陣ヒコバエノ家 

１ 
2004. 

7/17  

「伝統木造住宅の防火安全性能の評価に関する研究・改修に関わる技術開発・法整備の 

現状」  長谷見雄二（早稲田大学理工学部建築学科教授） 

２ 
8/07 

「伝統木造住宅の構造安全性能の評価に関する研究・改修に関わる技術開発・法整備の 

現状」  鈴木 有（金沢工業大学名誉教授） 

「壁土の特性を科学する」  輿石直幸（早稲田大学助教授）  

３ 9/11 
「構造耐力要素としての土塗壁抵抗の仕組み－破壊形式を特定し、剛性と耐力を推算する」 

    村上雅英（近畿大学理工学部助教授） 

４ 10/02 
「構造耐力要素としての木造軸組と土塗壁の水平耐力性能評価」 

  小松幸平（京都大学生存圏研究所教授） 

 

 金沢シリーズ研究会 
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№ 開催日 テーマ・講師                      会 場：西陣ヒコバエノ家 

５ 11/20 
「既存伝統木造住宅の総合耐震性能の評価と改修の指針」 

鈴木 有（金沢工業大学名誉教授）、田村佳英（悠計画研究所代表） 

６ 
2005.

１/23 

「左官技能者から京都の土塗壁で防火・耐震性能を高める工夫を学ぶ」 

佐藤嘉一郎（佐藤左官工業所 代表） 

７ 2/06 
「大工棟梁から伝統木造住宅の防火・耐震性能を高める工夫を学ぶ」 

木下孝一（数寄屋研究所心傳庵 大工棟梁） 

８ 5/29 
「京町家の耐震性能特性と耐震改修の指針－「蘖(ヒコバエ)ノ家」での実践事例を通して」 

鈴木 有（金沢工業大学名誉教授） 

９ 6/26 「京町家による3階建て・大規模建築の可能性に挑む」長谷見雄二(早稲田大学教授) 

10 7/17 

「歴史的市街地の火災・地震対策の取り組み」 

矢野邦夫（上京区自主防災会連絡協議会副会長、乾隆学区自主防災会会長） 

澤田 卓（上京消防署）  

11 8/21 

「実践からみた京町家の仕組みと新たな再生の可能性」 梶山秀一郎（ノム建築設計室） 

「地域の歴史文化遺産を災害から守るー災害に強いまちづくりに活かす人材育成の取り組み」 

村上裕道（兵庫県教育委員会文化財室） 
    
P．（2000.9/30）ＫＡＲＴＨフォーラム 2000 開催 

「木造伝統構法の安全性のメカニズムが見えてきたー土壁の防火実験＆せん断耐力試験を通して」 
 
第一部   司会 田村佳英 

  「歴史的町並みと伝統木造構法の技術的見直し」   室崎 益輝（神戸大学都市安全センター教授）  

  「土壁実験の試験体と伝統木造の構造・防火の考え方」木下孝一（数寄屋研究所心傅庵・大工棟梁）   

  「せん断耐力試験の結果と伝統木造の構造の考え方」 鈴木 有(秋田県立大学木材高度加工研究所教授)   

  「火災安全性試験の結果と火事に強い伝統木造の可能性」 長谷見雄二(早稲田大学理工学部教授)   
   

第二部 質議・ディスカッション 

  コーデイネーター 室崎益輝（前掲） 

   コメンテーター  吉田正友（（財）日本建築総合試験所建築物理部耐火防火試験室室長）、村上雅英

(近畿大学理工学部助教授)、木村忠紀(京都府建築工業協同組合理事)、佐藤嘉

一郎（元・左官職業訓練校校長）、大谷孝彦（京町家再生研究会代表幹事）、橋

本清勇（京都大学助手） 

会場 京都商工会議所 
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＊：会場 西陣ヒコバエノ家 

A．KARTH シリーズ勉強会「地域の文化遺産を守り活かす」開催＊ 
 

上野邦一（奈良女子大学古代学学術研究センター） 

第 1回「文化財建造物は増えている」、2013.6/5  

第 2 回「世界遺産の誕生、最近の動向」、7/3  

第 3 回「文化財建造物の修理」8/5   

第 4 回「町並み保存のもたらしたもの」、10/8   

第5回「文化遺産を活かすまちづくりー奈良公園での高級リゾートホテル建設をめぐってー」、 

    2017.9/9 
 
B．（2017.2.19）京町家の温熱環境調査報告会「京町家の温熱環境と省エネルギー」＊ 
 

1.「住宅の温熱環境と省エネルギー対策の動向」 鉾井修一（京都大学名誉教授） 
 
  2.「京町家における温熱環境・エネルギー使用量調査報告」 

康 陽介（京都大学大学院生）、伊庭千恵美（京都大学助教） 
 

3.「京町家の省エネルギーと温熱環境改善の可能性」 伊庭千恵美（前掲） 
 
C．（2014 年度）H26 年度文化庁委託事業、ＮＰＯ等による文化財建造物の管理活用事業、 

「木造文化財建造物総合防災ネットワーク事業」                     
 
C1．木造文化財建造物防災公開研究会開催＊    

  （08/24）第１回研究会「木造文化財・伝統的建造物の火災とその対策」 

長谷見雄二（早稲田大学教授）、コメンテータ 北後明彦（神戸大学教授） 
   

（09/28）第 2回研究会「木造文化財・伝統的建造物の耐震改修」 

         新谷眞人（早稲田大学名誉教授）、コメンテータ 林 康裕（京都大学教授） 
   

（10/25）第 3回研究会「景観要素としての樹木に関する事故と対策」 

小泉章夫(北海道大学准教授) 、コメンテータ：長谷見雄二（早稲田大学教授）  
   

（11/30）第 4回研究会「伝建地区の災害事例と防災計画」 

池田成介・石塚正浩(早稲田大学)、コメンテータ 室崎益輝(神戸大学名誉教授) 
   

（12/14）第 5回研究会「木造文化財建造物の雪害と雪対策」 
山口一男(石川県立白山ろく民俗資料館館長)、コメンテータ 鈴木 有(金沢工業大学名誉教

授) 
   

（2015.1/17）第 6回研究会「水害・土石流災害と木造文化財」 

渡邊  泰(長野県塩尻市生涯学習部社会教育課文化財係)、木下武雄((株)水文環境 代表

取締役・元防災科学技術研究所) 
   

（2/21）第 7回研究会「木造文化財建造物の地震被害とその応急対策・修理」 

横内基(国立小山工業高等専門学校専任講師)、長谷川順一（住まい空間研究所代表）、   

コメンテータ 鈴木有(金沢工業大学名誉教授)  
  

C2．（2015.3/7）講習会「災害事例から学ぶ木造文化財の防災対策」の開催 
 

（午前中）見学会「京都産寧坂重伝建地区を含む清水周辺地域の地域防災対策・防火施設の見学」 

         案内解説 大窪健之 (立命館大学) 
 

（講習会） 全体司会 田村佳英（関西木造住文化研究会） 

1.「木造文化財でどんな災害が起こっているか─伝建地区アンケート調査から」 池田成介(早稲田大学) 

2.「城崎温泉火災から考える伝統木造建築・歴史的町並みの火災対策」  長谷見雄二(早稲田大学) 

3．「東日本大震災における伝統木造の被害と応急対応・修理」 横内 基(国立小山工業高等専門学校) 

4.「木造文化財の保全から考える樹木の管理」  黒田慶子(神戸大学) 

３.研究活動公開、成果の市民への情報発信、市民との連携活動 
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パネルディスカッション コーデｲネーター：鈴木 有（金沢工業大学名誉教授）、パネラー：上記講師 

会場 京都市文化財建造物保存技術研修センター 
  
D．（2012～2013 年度）京都左官協同組合との連携 

「土壁再生シリーズ公開研究会」の開催＊ 

    第 1 回「企画会議 みんなで土壁の再生方法を考えよう」 2012.5/6 
      

第 2 回「土壁をさまざまな用途、構造、規模の建物に使えるようにするための防火上の課題と対策」7/29 

長谷見雄二〈早稲田大学教授〉、奥谷博司（京都市消防局警防部調査課課長）、  

武田眞理子（悠計画研究所、KARTH防火・耐震研究チーム） 
      

第 3 回 「土壁の優れた耐震性の公的評価を得るために」 9/30 

田村佳英（KARTH 防火・耐震研究チーム、悠計画研究所）、輿石直幸（早稲田大学教授）、 

完山利行（一般財団法人 日本建築総合試験所試験研究センター構造部構造試験室上席専門

役）、奥田信雄（奥田左官工業所 代表） 
      

第 4 回 「土壁の家に暮らす-手入れと地震後の補修・補強方法-」 11/25 

奥田信雄（奥田左官工業所 代表）、佐藤ひろゆき（京壁井筒屋佐藤代表） 
     

第 5 回 「土壁の住まいの断熱性を高める」 2013.1/27 

宇野勇治（愛知産業大学造形学部建築学科 准教授、宇野総合計画事務所 代表）、 

奥田信雄(前掲)、佐藤ひろゆき(前掲) 
      

第 6 回 「土壁、漆喰を使って健康と地球を守る」 12/1 

佐藤ひろゆき（前掲）、浅原雄三（しっくい浅原）、倉 理一郎（京都左官協同組合理事長） 
  

第 7 回 「土壁の住まいの断熱性を高めて快適に暮らす」 2014. 1/26 

伊庭千恵美（京都大学助教）、大西泰弘（有限会社田園都市設計）、水沼 信（地方独立行政

法人山口県産業技術センター ） 
     

第 8 回 「地震で被災した土壁の修復技法を考える」 2/23 

村上裕道
やすみち

（兵庫県教育委員会事務局参事兼文化財課

長）、  佐藤治男（全国文化財壁技術保存会会長）、

久住 章（桜デコ、左官技能者）            
  

第 9 回 研究報告会 ｢小舞土壁の力学特性に及ぼす下地形態、練り 

土の性質および塗付け方法の影響に関する研究｣ 4/13 

      山田宮土理（早稲田大学輿石研究室 博士後期課程4年） 
  

E．（2012 より継続、11 月の 3 日間、夜）  

地域イベント「都ライト」への参加、西陣ヒコバエノ家での地域への研究成果の報告＊ 
 

主催：都ライト実行委員会(京都市内大学生有志) 
 

（2016.11/11～13）「京都の木と土壁の文化を活かして京町家を地震･火災から護りぬく護り抜く」 

（2015.11/6～8） 「京都の木と土壁の文化を活かして京町家を地震･火災から護りぬく護り抜く」 

（2014.11/7～9） 「京町家を地震・火災から護り抜く」 

（2013.11/8～10）「百年先も町家で暮らす」 

（2012.11/17・18）「百年先も町家で暮らす」 
  

F．（2011.9/10）京都左官協同組合との連携 

京都の木造伝統文化を活かした安心安全まちづくりアクションプラン 

第 1 回セミナー「京都の土壁文化を住まい・まちづくりに活かす」開催 
 

1．土壁の魅力を最新研究成果から学ぶ 

「木造伝統構法と土壁の防火研究の最先端」長谷見雄二（早稲田大学） 

「京都の土壁の耐震性の高さの謎をひも解く」田村佳英（KARTH） 

「京都の土壁の魅力を究明する」佐藤ひろゆき（京都左官協同組合） 

2．ディスカッション 

会場 織成舘岩上ホール、主催：当会、京都左官協同組合、 
  

 

2011.9/10 土壁再生セミナー 

 

土壁再生シリーズ公開研究会 
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G．（2011.5/29）姉小路界隈を考える会との連携 

地震・火災に強い姉小路を創る 「歴史的まちなみを活かした防災まちづくりの先進事例の見学会」開催 
 

見学先：福井県若狭町熊川宿、小浜市小浜西組（重伝建地区） 
  

H．（2010.11/13～14）まちなかを歩くウイークイベント 

 「地震・火災に強い姉小路界隈を創る－姉小路の 3 町家をモデルとした 

耐震・防火への提案—」開催 
 

  ①11/13「いのちと暮らしとまちなみを守るアクションプログラム」 

講師 室崎益輝（関西学院大学教授） 

②各種研究成果の展示 

主催：姉小路界隈を考える会、当会、会場：ギャラリー象鯨 

国土交通省、長期優良住宅等推進環境整備事業補助 
 

I．（2009.3/29） シリーズ№１ KARTH 京都フォーラム２００９ 

『京の街なかに、伝統を受けつぐ現代の町家を創る』開催 
 

第１部 事例紹介「わたしたちはこうして創った！」 

１.「歴史あるまちなみを甦らせる－固有の文化を受けついで－」 

       姉小路界隈のまちづくり 谷口親平（姉小路界隈を考える会 事務局長）    
 

２.「暮らしの文化を受けつぎながら既存町家を再生する－地震と火災に備えて－」 

     実験で防火・耐震改修の有効性を検証して再生した西陣ヒコバエノ家（日本初） 

田村佳英（悠計画研究所）、木下孝一（数寄屋研究所心傳庵大工棟梁） 

３.「伝統を受けついだ新しい町家を創る－伝統木造・京町家の復興に向けて－」 

宮内寿和（宮内建築大工棟梁）     
 

第 2 部 これからを展望する語り合い  

   「伝統を受けつぎながら現代の町家をどう創っていくか？－立ちはだかる課題にどう対処するか－」 
 

パネラー 第１部発表者 谷口 親平、木下 孝一、宮内 寿和、 

防火研究者 長谷見雄二（早稲田大学教授）、 

耐震研究者 鈴木 有 （金沢工業大学名誉教授） 

       コーディネーター 防災研究者 室崎益輝（関西学院大学教授） 

（同時開催）見学会「姉小路界隈のまちづくりを学ぶ」（午前10時～11時半） 

会場：西陣織会館、ハウジングアンドコミュニテイ財団第 16 回「住まいとコミュニティづくり活動助成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
J．(公財)京都市景観・まちづくりセンター、景観・まちづくり大学「京町家再生セミナー」等への開催・講義

協力 
 

★2015.6/14 「京町家の性能と改修の必要性：耐震性・防火性・断熱性を正しく理解する」＊ 

●京町家の耐震対策  田村佳英（KARTH 防火・耐震研究チーム） 

●京町家の防火、断熱対策  武田眞理子（同上）   
 

 

 

 

 

 

 

午前の部のまちあるき 

 

 2010.11/13、講義「いのちと暮らしと

まちなみを守る  

2009.3/29 シリーズ№１ KARTH 京都フォーラム２００９ 『京の街なかに、伝統を受けつぐ現代の町家を創る』 
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★2013.12/3 「京都の歴史的まちなみを地震・火災から護り抜くために」＊ 

●「地震火災から歴史的市街地を護る」  北後明彦（神戸大学教授） 

●「京町家の耐震・防火補強の要点―既存伝統木造住宅の防火・耐震改修手引きリ

ーフレットの解説―」  田村佳英（KARTH防火・耐震研究チーム）、武田眞理子（同

左）   
 

★2012.12/1  京町家住まい方ラボ「京都の土壁文化を住まい・まちづくりに活かすー土壁の魅力を活

かした京町家の防火・耐震対策—」＊ 

田村佳英（KARTH 防火・耐震研究チーム）、武田眞理子（同左）   
 

★2011.10/23 京町家住まい方ラボ「京都の文化を活かして町家の防火・耐震性を高める」＊ 

田村佳英（KARTH 防火・耐震研究チーム）、武田眞理子（同左）   
 
★2010.10/9  「京都の歴史的まちなみを地震・火災から護り抜く～町家に安心して暮らし続けるために～」＊  

室崎 益輝（関西学院大学教授） 

梅垣 浩久（京都市消防局防災危機管理室防災課長）   
 

★2009.9/26 「木のある暮らしを学ぶ～銘木に触れてみよう！～」＊  

         吉村栄二（銘木問屋松文商店代表）、銘木見学含  
 
★2009.1/25 「新潟・能登被災地の教訓を京都につなぐー町家が被災 

しても修復して住み続けるための知恵を学ぶ」＊ 

          長谷川 順一（住まい空間研究所） 

          佐藤ひろゆき（佐藤左官工業所） 
 
★2007.10/21 「町家の魅力を活かして、暮らしやすさと耐震・防火性を高める」＊ 

          （耐震）鈴木 有（金沢工業大学名誉教授）、（防火）田村佳英（悠計画研究所） 
 

★2007.1/21   「安全にきれいに住まう」＊ 

         （防火）安井  昇（早稲田大学理工学総合研究センター客員研究員） 

（耐震）鈴木 有（金沢工業大学名誉教授） 

（地域防災・家具の地震対策）町田善軌（京都市消防局市民安全課生活安全係長）  
 
★2006.2/12  「安心して暮らせる京町家を考えるー京町家を地震・火災から守る」 

第２部「京町家の防火性能とまちの防災力を高める」    
       （防火）安井  昇、（地域防災）田村佳英  

★2005. 8/28  「町家を地震・火災から守る」＊   
       （防火）安井  昇、（耐震）田村佳英 

 

K．（2007.10/27） 第21回 国づくりシンポジウム「全国路地サミット 2007 in 浜名湖・新居」での活動報告 

サミット第１セッション「全国路地のまちづくり活動報告」 
 
  報告「地域固有の木造伝統文化を活かした地震・火災に強い住まいづくり」 田村佳英 

 
会場 静岡県新居町民センター（静岡県浜名郡新居町） 

主催 全国路地サミット 2007 in 浜名湖・新居実行委員会他 
 

L．（2007.8/24～8/27）「防災フェア 2007ｉｎきょうと」での活動報告、活動紹介展示 

★ブース展示への出展、 

★8/25「第 3回全国防災まちづくりフォーラム活動発表会」での報告  

主催 防災フェア 2007 実行委員会(内閣府、京都市他) 
 

M．（2005、2007）ラジオ番組へ出演 
 
★（2005.12/19～30）KBS 京都ラジオ番組「災害シミュレーションラジオーその時あなたは・・・？」 

（月曜～金曜）において、京都市内で防災活動に取り組んでいるグループとして、ＫＡＲＴＨ

活動が紹介される（話 田村佳英、武田眞理子） 
  
★（2007.10/1～12）ＫＢＳラジオ京都番組、「災害シュミレーションラジオーその時あなたは・・？」に

おいて、KARTH の活動を紹介、計 10 回（話：武田眞理子) 
 

 

 

京町家再生セミナー＊ 
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N．（2004.10）★西陣夢まつり「西陣街中ギャラリー」公開工房として参加＊ 

「京都の木造伝統住文化を活かした、地震・火災に強いまちづくり」 

協力：上京消防署、乾隆学区自主防災会、乾隆消防分団、 

(財)京都市景観・まちづくりセンター、地域の方々  
 
10/15「地震体験車で震度７の地震を体感しよう」（上京消防署実演） 

 
10/16 勉強会１「京都市防災都市づくり計画～地震に強い安心・安全 

まちづくりの推進～」、「木造住宅の耐震改修に関する 

支援制度」  京都市 
 
10/17 勉強会２「大地震に備えてわたしたちは何をすれば良いの？」 

奥村 健（京都市上京消防署消防司令）、澤田 卓（消防司令補）  

「KARTH 京町家耐震・防火研究成果の概要報告」 田村佳英 
 
O．木造伝統文化再生の学び舎 西陣蘖(ヒコバエ)ノ家の開放＊  
 

●KARTH 研究成果の情報発信拠点、建物見学公開、セミナー会場としての開放 
 

・木造伝統構法の今後の都市への再生の可能性を総合的・工学的に検証す

ることを目的として、約 160 年前の江戸期築の町家を平成 12 年に、伝統

構法の自然材料と技を用いて耐震・防火改修した実験住宅。同改修仕様

とほぼ同じ仕様の土壁の実大試験体を作製し、防火・耐震実験で防火・

耐震性能を検証。 

・蘖(ヒコバエ)とは、「枯れ木の根元から新しい芽が生えること」の意味。   

・京都市市街地景観条例・歴史的意匠建造物指定。防災協力井戸のある家。 

・「京都西陣の町家再生～西陣蘖(ヒコバエ)ノ家～とその構造・防火温熱

環境性能の検証」活動は、ＮPO木の建築フォラム主催・2003年度第１回

「木の建築賞大賞」を、研究者の方々と共同受賞 
  

 
 
 

 
Ａ．（2001～2004）  

21 世紀の新しい生活文化を考えるシリーズセミナー「現代の工匠から日本の建築文化を学ぶ」 
 

№１「京の土壁文化の魅力を五感で体感・科学する！」 佐藤嘉一郎（佐藤左官工業所、2001.7/21） 

№２「京の建具文化の魅力を再認識する！」 徳田敏昭（（株）トクダ、9/15）  

№３「畳文化の魅力を再認識する！」 高室節生（高室畳工業所、11/10） 

№４「屋根文化の魅力」 竹村優夫（（有）竹村瓦商会、2002.4/13）  

№５「紙文化の魅力」 森田康敬（森田康敬和紙研究所、6/8）   

№６「竹文化の魅力」 利田章司（（有）竹平商店、2004.4/24）   

№７「京の暮らしとお庭」 小川勝章（造園 植治、6/12） 

№８「北山杉と銘木」 吉村栄二（（有）松文商店、9/25） 

 

2004.10/15 地震体験車で体験 

4.日本の建築文化を学ぶ  会場：:西陣ヒコバエノ家 

 
9/25 セミナー北山杉と銘木 

土間のトオリニワを 

耐震・防火補強して 

板張りのリビングへ 

 

 



 
15

 

 

KARTH 地震ネットによる情報発信 

●目的 ２００４年１０月２３日新潟県中越地震発生約１ヵ月後に立ち上げた、被災地の伝統木造住宅の修復情報

支援ネットワーク。阪神･淡路大震災の被災体験･教訓とこれまでの研究成果を踏まえ、非常時の被害

を最小限に抑え、暮らしや地域固有の木造住文化等を大切に活かした地域再生･復興を迅速に進め

るため の建築支援情報を被災地に向けて発信することを目的としている。 

●活動概要 

インターネットのメール通信とブログを通して、被災

地の建築的課題のうち特に木造住宅の修復技術

に関する情報支援活動に取り組んでいる。 

KARTH 地震ネット本部：KARTH 本部（京都） 
 

（新潟県中越地震時、2004.11.24～） 

木造伝統住宅等の被災住宅の修復技術に関す 

る情報支援、修復相談会の開催協力 

（同上、2005）仮設住宅結露対策の提案 

（同上、2005）被災住宅の修復大工さん募集の広報協力 

（同上、2005）被災神社修復工事のカンパ募集協力 （右上写真） 

（2006 年度）「調査研究震災被災住宅修復技術の普及・啓蒙プロジェクトー中越よ

り全国につなぐ震災の教訓」 平成 18 年度近畿ろうきんＮＰＯアワード助成事業 

（2007～2009）新潟被災住宅修復調査報告書の作成・発行、 

「大地震に備えて手を打つための処方箋―被災住宅修復支援プロジェクトから

全国につなぐ震災の教訓」(右図) 

（2008.2/22、12/3）インドネシア、ジャワ島地震復興関係者の当会活動視察（於：西

陣ヒコバエノ家） 

（2008～2009）地震発生後の被災建物の対処の仕方のチラシ作成(右下図) 

（継続）被災地復興支援活動グループの情報案内、（例）能登半島地震被災地 

（2009.7～2010.9）新潟県中越沖地震被災神社修復工事カンパ募集協力 

（2009.10）日台交流小民家移築事業募金呼びかけ協力 

（2011.3.12～）東日本大震災特別版ブログ立ち上げ、各種支援情報の発信 

（2011.4.16）  長野県栄村の被災建物修復相談会の開催協力  

（2011.4.25～）長野県栄村の被災地情報支援ブログ立ち上げ、各種支援情報発信 

（2011.5.20）「東日本大震災復興まちづくりー私たちは何ができるのか、ともに考える」

で活動報告、武田眞理子（会場：京都キャンパスプラザ、主催：学芸出版

社、都市計画家協会関西支部） 

（2011.6 月～2012.3 月）長野県栄村の被災建物修復支援：被災調査、被災建物の耐

震診断、耐震補強計画他（日本財団助成） 

（2013.1/26）ＪＩＣＡモンゴルウランバートル市地震防災能力向上プロ関係者の当会活

動視察、11名（於：西陣ヒコバエノ家） 

（2014.12/4）宮城県気仙沼高校生の当会視察研修会、40名（於：西陣ヒコバエノ家） 

（2016.3/10）新潟県上越市立中学生の京町家防災取材（於：西陣ヒコバエノ家） 

（2016.4/16～）2016年熊本地震被災地の情報支援  

①専用ブログ立ち上げ･情報発信、HP･フェイスブックへ情報掲載、②益城町の被災建物等修復情報支援 

 

 

  

5．地震被災時の被災住宅修復技術情報支援（2004.11/24 より継続） 

  
2005.修復工事のカンパ協力をした神社の被災状況と工事完成祝 

 

   

2009.11/3 被災した神社修復に向けた安全祈願祭              2010．8/5 修復再生された神社 

 

市民向け「地震発生後の 

被災建物の対処の仕方」 

チラシ 
 

 

新潟被災住宅修復調査報告書 
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1.主な新聞・テレビ報道、雑誌掲載記事等 

1999.10.13 ＮＨＫテレビ、ニュースパーク関西、「京の町家を揺らす」（実験住宅改造前の振動実験） 

11.15 日経アーキテクチュア、「広まりを見せる伝統町家の再生」 

2000.02.03 ＮＨＫテレビ、ニュースパーク関西、「丈夫な民家を造ります・京都町家に学ぶ」 

3.28 ＮＨＫラジオ全国放送、「ＮＨＫジャーナル」、伝統軸組構法による木造土壁火災安全性実験 

5.12 林経新聞、「在来土壁構法の性能実験、耐火・せん断耐力試験を公開、関西木住研」 

6 月 建築知識 7 月号、トピックス、「証明された土壁の保有耐力――」 

7.05 ＮＨＫテレビ・ニュースパーク関西、「強さ見せる伝統の造り」 

7.28 京都新聞、「西陣の町家、防火・耐震性も十分、学者らのグループ、伝統工法で再生」 

   8.04 朝日新聞、「伝統工法町家に息づく、西陣で木造改修・実験研究会が公開」 

   8.04 林経新聞、「京都の町家に強い関心、木造の伝統技術、450 名が見学」 

    8.09 京都新聞、凡語欄に当会活動紹介 

9.22 読売新聞、「京町家、安全にお墨付き、火事にも地震にも弱いことあらへん」 

   9.25 京都新聞、「京の町家、住み心地どないどす？快適さ、改善点を解明へ」 

9.28 京都新聞、「良質な町家は火災・震に強い、京の市民グループ 30 日フォーラムで報告」 

9.28 朝日新聞、「町家に見る伝統工法、科学的に魅力探るシンポ」 

9.30 ＮＨＫテレビ・ニュースパーク関西、ＫＡＲＴＨフォーラム 2000 の紹介 

   10.09 林経新聞、「４氏が講演、伝統工法賛える、関西木造住文研がシンポ」 

10.14 京都新聞、「西陣町家振動実験、改造前後の耐震性比較、関西木造住文研―」 

10.16 京都新聞ニュース、「西陣の町家の耐震性は？きょう振動実験」 

10.17 読売新聞、「伝統工法で耐震性アップ、関西木造住文化研、改修の京町家使い実験」 

 12.15 
ＮＨＫテレビ生中継、ニュースパーク関西・京都ウイーク「21 世紀･古都〔事〕始めー100 年先も町

家！」 

2001.1.01 朝日新聞正月版、「新旧混在、加減で楽しむー町家、感性凝縮する小宇宙」 

    3.01 朝日テレビ、「ガラスの地球を救え」で活動紹介 

   4 月 
フィンランド建築雑誌に掲載、RIITTA RI SALASTIE、   「Ｔａｌｏ Ｐｕｕｓｔａ、ｐａｐｅｒｉｓｔａ ｊａ ｓａｖｅｓｔａ」、ＲＹ.ＲＡＫ

ＥＮＮＥＴＴＵ.ＹＭＰＡＲＩＳＴＯ 

   6.05 毎日放送テレビ、「梅雨を快適に過ごす知恵を伝統町家から学ぶ」で活動紹介 

6.29 京都新聞、「西陣の町家改修 1 年 振動実験を 1 日公開、関西木造住文化研」 

   9 月 ＰＨＰ研究所「本当の時代」、9 月号、特集・木のある住まいに掲載 

10.20 京都新聞、「西陣の町家 伝統工法で再生”木造”の魅力触れて 防災のあり方紹介」 

2002.2 月  
小冊子「第１回京都まちづくり交流博」（発行（財）京都市景観・まちづくりセンター）にＫＡＲＴＨ活動

概要掲載 

2003.1.17 ＮＨＫテレビ・「ニュースかんさい発(関西版)―震災 8 年、 町家を火事から救え！」 

1.19 ＮＨＫテレビ・ニュース番組、「おはよう日本―京の町家を火事から守れ」(全国版) 

2.27 ＮＨＫテレビ・ニュースかんさい発(関西版)（プロジェクトＫＡＦＥ土壁防火実験） 

   3 月 月刊「京都」3 月号（白川書院発行）に活動掲載 

2004.8 月 
第 1 回木の建築賞大賞 京都西陣の町家再生―西陣ヒコバエノ家―とその構造・防火・温熱環境性

能の検証、機関紙 NPO 木の建築９ 

8.12 毎日新聞全国版、「土壁の家、長所注目」に KARTH 活動紹介される 

6.主な活動紹介記事･報道等(研究論文等は除く) 
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2004.11.15 
ＮＨＫテレビ、かんさいニュース 1 番、ＫＡＲＴＨ公開研究会・防火研究成果・西陣夢まつり勉強会の様

子放映 

11.20 

12.10 

ＮＨＫテレビ、ニュースパーク関西、京都での京町家の防災対策の取り組み活動として KARTH 活動

紹介 

2005.3 月 
（財）京都市景観・まちづくりセンターニュースレター［京まち工房］第 30 号、及び、建築ジャーナル３

月号（発行：建築ジャーナル）に当会活動掲載 

5.12 
ＮＨＫテレビ、かんさいニュース 1 番、阪神･淡路大震災特集「地震に強い木造住宅を！」で、田村の

活動及び KARTH 活動紹介（(NHK ラジオ全国版でも放送) 

6.03 
ＮＨＫテレビ、かんさいニュース 1 番、阪神･淡路大震災特集「木造住宅を地震から守れ、建築家の

想い」で 田村の活動及びＫＡＲＴＨ活動紹介（関西各支局で放映。5.12 放映の各支局版） 

   7.01 
京都新聞、KARTH 地震ネット活動、「中越地震の被災地復興をＨＰで紹介、上京の関西木造住文化

研」 

   7 月 京都商工会議所会報 7・8 月号｢京町家再生・保全の動きー市民活動コーナー｣に当会活動掲載 

   8.29 
KBS 京都ラジオ、笑福亭晃瓶のほっかほかラジオ｣･日産ラジオナビ・シリーズ防災あんな取り組み・こ

んな活動―伝統木造住宅の防災事情コーナーで当会活動紹介（話 武田眞理子） 

   9.05 京都新聞、KARTH 地震ネット 9/4 山古志地区視察報告会の活動記事掲載される 

   10.04 
新潟県地元新聞・新潟日報、旧山古志村  被災神社修復･カンパ募集記事、「鎮守様 まず再建 

山古志・池谷帰村な先駆け」 

   10.17 
京都新聞、KARTH 地震ネット、「京の建築家ら、倒壊神社、再建を支援―中越地震から 1 年復興シ

ンボルに、旧山古志村住民と協力」 

   11.28 
京都新聞、KARTH 地震ネット、「旧山古志村 復興の神楽響く、京の建築家グループ，倒壊神社再

建喜ぶ」 

2006. 1.15 
京都新聞、「生活点検ー住まいの安全ー京町家に独特の耐震性能」で当会耐震研究活動も紹介さ

れる 

6.23 
京都新聞、H17 年度防火研究の既存京町家防火改修設計･施工マニュアルの記事。 

「京町家の防火と景観保全を両立、上京の研究会、改修マニュアル作製」 

7.11 ＮＨＫテレビ、かんさいニュース 1 番に KARTH 防火研究活動が放映される 

2008.11 月 

京都のエコライフを応援するマガジン「Ｄｏ Ｙｏｕ Ｋｙｏｔｏ？」の11月創刊号の京都左官協同組合の土

壁の魅力啓発頁「呼吸する家に住まう」のバック写真に土壁の家の西陣ヒコバエノ家（1・２階座敷とト

オリニワ）が使われる 

2009.1.26 
京都新聞、当会協力の1/25京町家再生セミナーの概要が紹介される、「地震で倒壊の町屋も救える、

修復法専門家が力説」 

3.27 
京都新聞、当会の新潟被災調査報告書が紹介される、「木造家屋の耐震強化法紹介 中越地震の教

訓生かそう、上京の研究会冊子を作成、29日、フォーラムも」 

    3.30 京都新聞、「景観保全を考える」、当会主催3/29姉小路界隈のまち歩きが掲載される、 

2010.3.31 
京都新聞、当会協力の新潟中越沖地震被災地の被災神社修復工事カンパ支援活動紹介、「拝殿修

復の輪が広がれ、中越沖地震で被災、新潟・柏崎の神社、木造建築再生へ支援」 

2011.2.27 

 

京都新聞、昨年度の京都左官協同組合受託研究の関連記事掲載、「左官塗壁で環境にやさしい健

康生活を-漆喰の優れた機能性を科学的に検証-京都左官協同組合」 

    9.11 
京都新聞、9/10土壁再生セミナー掲載、「土壁文化を次世代へ-上京でセミナー 左官屋研究者語る

-防火、耐震に優れた特性」 

   10.01 
読売新聞、「高い耐震性 土壁をＰＲ-早稲田大教授ら講演」、9/30土壁再生シリーズ公開研究会第3

回紹介 

2013.3.6 
京都新聞、「住民と社寺 火災で連携を 清水寺でシンポ」（3.5、日本火災学会主催の座談会での研

究成果の報告） 
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京都新聞、2000.9/25 

朝日新聞、2000.8/4 

京都新聞、2000.9/28                         京都新聞、2000.7/28 



 
 

 
 

  

 

2.主な雑誌掲載等（研究論文除く） 

1999.11 
鈴木 有、「防災まちづくりと木造住文化共存の町家再生の試み」、（社）日本建築士会連合会機関紙、

建築士 11 月号 

2000.７ 
鈴木 有、「伝統的耐震構法の構造特性：伝統民家の耐震改修」、木造建築研究フォラム、木の建築 49

号 

同上 
長谷見雄二、「木造の科学：火事に強い伝統木造土壁の可能性」、木造建築研究フォラム、木の建築 49

号 

2000 

～2001 

連続寄稿、日本林業経済新聞社、木のこころ、「木造伝統住文化の都市への再生を目指して―ＫＡＲＴＨ

の取り組み」、計 8 回 

●「木造伝統住文化の都市への再生を目指して」、第 9 号、200０.1 

●田村佳英、「木造伝統住文化の都市への再生を目指して」、第 10 号、200０.3 

●田村佳英、「街区レベルの防災まちづくりと木造伝統住文化の共存手法の提案」、第 11 号、200０.5 

●木下孝一＋田村佳英、「ＫＮ１実験住宅から学ぶ木下棟梁の建築哲学」、第12号、2000.7 

●長谷見雄二、「火事に強い木造町家の可能性を実験を通じて考える」、第13号、2000.9 

●鈴木 有、「地震に耐えうる木造町家の可能性を実験を通じて考える」、第14号、2000.11 

●田村佳英、「ＫＮ1 実験住宅の居住体験を通して伝統町家の都市への再生の可能性を考える」、第 15

号、2001.1 

●室崎益輝、「町並みの防災技法と町衆の防災意識」、第 16 号、2001.3 

●田村佳英、「ＫＡＲＴＨ実験住宅ＫＮ１の研究成果の展開を考える」、第17号、2001.5 

2007.2 
田村佳英、特集「地域の人材を活用した防災」―「地域固有の伝統を活かす関西木造住文化研究会の

活動紹介」、(財)日本建築防災協会、建築防災 2007.2 月号 

.5 
田村佳英 執筆、「京町家の防火・耐震研究開発を通した関西木造住文化研究会の取り組み」、(財)都市

計画協会、「新都市」5 月号、特集論文「都市災害からの復旧と備え」 

2008.2 
田村佳英・武田眞理子、特集「実務の現場から学ぶ既存木造住宅の耐震改修」―「4.実例に見る既存木

造住宅の耐震改修―京町家の防火・耐震改修」、建築技術、2008.2 月号 

.10 
田村佳英、特集木造住宅を巡って～主に法制度の観点から～」―「既存伝統木造住宅の性能評価と法

制度」、（社）日本建築協会、建築と社会、 

同上 
田村佳英・武田眞理子 執筆、技術報告 「既存京町家の防火改修マニュアルの作成」、（財）日本建築総

合試験所機関紙ＧＢＲＣ、VoL.33 №.4 

2009.7 

田村佳英・武田眞理子、技術報告、「京町家の耐震性能評価手法の研究開発（その１）全体概要・土壁

の水平耐力試験・京町家の耐震診断と振動実験」、（財）日本建築総合試験所、ＧＢＲＣ、VoL.34 №.3、

2009.7 月号 

2010.1 

田村佳英・武田眞理子・小松幸平・北守顕久・村上雅英、技術報告、「京町家の耐震性能評価及び耐震

改修手法の研究開発（その2） 京町家の実態に即した土壁の水平耐力性能評価」、同上ＧＢＲＣ、VoL.35 

№.1、2010.1月号 

.4 

田村佳英・武田眞理子、技術報告、「京町家の耐震性能評価及び耐震改修手法の研究開発（その 3） 

構造総体としての耐震性能評価を採り入れた京町家改修指針作成の試み」、同上ＧＢＲＣ、VoL.35 

№.2、2010.4 月号 

2012.8 
田村佳英・武田眞理子、「戦時中の京都市の防火改修事業と改修町家の実態調査」、（一社）建築研究振

興協会、建築の研究 第212号、2012.8月号 
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当会の活動をご支援下さる会員募集中！ 
 

 

当会は、各地の様々な分野の研究者、木造伝統構法の技能者・職方、建築実務者、市民の方々の参画に

よる総合的知見を活かした協働研究方式で、「地域固有の木造伝統文化を活かした安心して暮らし続けら

れる住まい・まちづくりの実現」のための総合的・工学的な研究開発・提案・実践活動に取り組んでいま

す。 

各自、自立しながらも、所属を超えて対等な立場で自由に参画でき、必要に応じて連携することにより、

社会に向けてより大きな力を発揮できる場づくりを目指しています。 
    
＜会員の種類と年会費＞（事業年度は毎年 9/1 から翌年 8/31 まで） 
 

会員の種類 対象 年会費（何口でも結構です） 

正
会
員 

個人会員 本会の目的に賛同し、本会の活動を支援・協力して下さる個人 一口    5，000 円 

団体会員 本会の目的に賛同し、本会の活動を支援・協力して下さる団体・会社 一口   30，000 円 

賛助会員 
本会の目的に賛同し、本会の活動を賛助して下さる個人及び団体・ 

会社 
一口   3，000 円 

学生会員 本会の目的に賛同し、本会の活動を支援・協力して下さる学生 無料 
 
＜特 典＞ 1. 総会での議決権（正会員のみ） 

2．本会主催の各種活動への参加（企画・運営含む） 

3．本会主催の各種活動の案内、関連情報・相談サービスの利用 

4．本会発行の会報の入手 

5．本会の各種研究成果の小冊子入手優遇 

 

＜会費振込み先＞ 

■銀行の場合   三菱東京ＵＦＪ銀行西陣支店、（普）、口座番号：０１２３３８１、  

             名義：特定非営利活動法人 関西木造住文化研究会  理事長 田村佳英（ヨシヒデ） 

■郵便局の場合 振替口座：００９２０―６―１７３２８９、名義：ＮＰＯ法人 関西木造住文化研究会 

■（共通 住所・連絡先）京都市上京区上立売通浄福寺西入姥ヶ東西町６３２番地、TEL 075-411-2730 
    
西 陣 ヒ コ バ エ ノ 家 の 交 通 ア ク セ ス  

京都市上京区上立売通浄福寺西入姥ケ東西町632番地 

（角地、お地蔵さんのある家、東隣:月極駐車場） 

●最寄のバス停 「今出川浄福寺」又は「千本上
カ ミ

立売
タ チ ウ リ

」又は                             

 「千本今出川」より徒歩約5分 

●JR 京都駅より （所要時間 約 40 分） 

①地下鉄烏丸線「烏丸今出川」駅下車、3 番出口を出た後、烏

丸・今出川通の交差点の今出川通沿いの東側バス停から西

行きバスに乗車、バス停「今出川浄福寺」下車 

②市バス：A3 の 206 番乗車、バス停 「千

本上立売」下車、又はB2 の 50 番、101

番乗車、バス停「千本今出川」下車  

 

ＮＰＯ法人 関西木造住文化研究会 （略称 KARTH：カース、Kansai Association for the Research in Traditional Housings）  

本部 京都市上京区上立売通浄福寺西入姥ケ東西町 632 番地、TEL 075-411-2730 悠計画研究所内、 

FAX 075-411-2725、E-mail info@karth.sakura.ne.jp 、ホームページ  http://karth.org/ 

KARTH 地震ネット 2016 年熊本地震支援ブログ http://karth-kumamoto.sblo.jp/ 
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